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はじめに

◼ 本ハンズオンは「案件管理」で用いるアプリをプリザンターで作成し、業務に合わせてカ

スタマイズしながらデータの管理を行うための一連の手順を学習します。

◼ このハンズオンを完了すると、基本的な業務アプリを作成し、運用を始められる基礎的な

知識を習得できます。

期限付き
チケット

期限付き
チケット
商談

期限付き
チケット

期限付き
チケット

顧客マスタ

期限付き
チケット

期限付き
チケット
仕入

仕入合計 ← サマリ（金額）

計算式の設定

粗利 = 売上 - 仕入合計

粗利率 = 粗利 / 売上 * 100

業務アプリ(案件管理)
の完成イメージ

リンク（n:1）
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デモ環境でもお試しいただけます

1. デモ環境に試される場合は、以下にアクセスよりメールアドレスを入力のうえ、登
録してください。https://pleasanter.org/demo/

2.「プリザンター デモ環境のご利用について」
という題名のメールが届きますので、そこに記載
されているURLを開き、管理者ID のIDとPWでデ
モ環境にログインしてください。
このハンズオンでは「商談管理の例」を使って学
習を進めます。

デモ環境にログインした直後のトップページ

https://pleasanter.org/demo/
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2. データの入力

3. 業務への合わせこみ

通常レコードの登録

マークダウン・画像

入力項目の追加

データの連携

4. データを活用

集計・グラフ表示

インポート

5. 計算の自動化と項目連携

サマリの設定 / 計算式の追加

項目連携

6. 次のステップへ

テンプレートの利用

各種ご案内
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「サイト」とは

◼ サイトとは、プリザンターで情報共有を行うための基本的な枠組みです

⚫ プリザンターにはフォルダ、記録テーブル、期限付きテーブル、Wiki、ダッシュボードといった様々な種類

の情報を保管できる入れ物があり、これらを総称したものをサイトと呼びます。

⚫ サイトを組み合わせ、例としては下記のようなデータベース型アプリケーションをいくつも作成できます。

Hint!!
マニュアル: サイト機能

営業活動

フォルダ

プロジェクト

フォルダ

◯◯事業部

フォルダ

サイトの種類 説明

フォルダ
テーブルやWiki、フォルダを格納し
ツリー構造でデータを管理するため
のサイト

期限付きテーブル
タスク管理など期限の管理を行うた
めの一覧表を作るためのサイト

記録テーブル
資産管理やノウハウ集など情報の記
録や管理に役立つ一覧表を作るため
のサイト

Wiki
メモやリンク集などに利用できる
Wikiを作るためのサイト

ダッシュボード

新着情報やお知らせや掲示板、アプ
リへのリンクや他サイトの表示など
必要な情報を一覧表示するダッシュ
ボードを作るためのサイト

https://pleasanter.org/manual/420409
https://pleasanter.org/manual/folder
https://pleasanter.org/manual/table
https://pleasanter.org/manual/table
https://pleasanter.org/manual/wiki
https://pleasanter.org/manual/dashboard
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サイトの作成

◼ ハンズオンで作成する「案件管理」アプリケーションの構造です。

◼ 以降のページでは、以下のとおり４つのサイトを作成します。

トップ

営業部 期限付き
チケット

期限付き
チケット
商談

期限付き
チケット

期限付き
チケット

顧客マスタ

② 期限付きテーブル

④ 記録テーブル

期限付き
チケット

期限付き
チケット
仕入

③ 記録テーブル

① フォルダ
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【ハンズオン】フォルダの作成

サイトの構築

1. 画面左の ボタン(新規作成)をクリックしてく
ださい。

2. 「標準」タブから、作成するテンプレート (今
回は”フォルダ”) をクリックし、その後、画面
下部の「作成」ボタンをクリックしてください。

＋
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【ハンズオン】フォルダの作成

3. タイトルを入力します。今回は「営業部」と入
力し、「作成」ボタンをクリックしてください。

4. 新たに作成した「営業部」フォルダをクリッ
クして、フォルダを開いてください。以降の作
業についてはこのフォルダ配下で行います。
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【ハンズオン】テーブルの作成

1. 画面左の ボタン(新規作成)をクリックしてく
ださい。

2. 「標準」タブから、作成するテンプレート (今
回は”期限付きテーブル”) をクリックし、その
後、画面下部の「作成」ボタンをクリックして
ください。

＋
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【ハンズオン】テーブルの作成

3. タイトルを入力します。今回は「商談」と入力
し、「作成」ボタンをクリックしてください。

4. 商談（期限付きテーブル）が作成できました。

続けて、1～3と同様の手順で下記のタイトルで2
つのテーブルを作成してください。

タイトル サイト種別

顧客マスタ 記録テーブル

仕入 記録テーブル



11

【ハンズオン】サイト作成の確認

◼ 左図がサイトの作成後です。
◼ 営業部フォルダの中に、3つのテーブルが作成

されています。

◼ 以上で「入力用のテーブル作成」は完了です。
次ページからは、実際にデータを入力していき
ましょう。

サイトはドラッグアンドドロップで並び替えたり、階層を移動することができます。

フォルダの中にフォルダを作り、構造を組み替えることもできます。

Tips! 
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2. データの入力

1. サイトの作成

フォルダの作成

テーブルの作成

2. データの入力

3. 業務への合わせこみ

通常レコードの登録

マークダウン・画像

入力項目の追加

データの連携

4. データを活用

集計・グラフ表示

インポート

5. 計算の自動化と項目連携

サマリの設定 / 計算式の追加

項目連携

6. 次のステップへ

テンプレートの利用

各種ご案内
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データの入力

前章では、プリザンターのサイト作成をおこないました。

この章 「データの入力」 では、実際にデータを入力してレコードを作成し、
各種の入力手法を実施します。

プリザンターでは画像の貼り付けや マークダウンによる装飾が可能です。
あわせてこれらの入力方法も実施してみましょう。
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【ハンズオン】商談テーブルへのレコードの登録①

1. 商談テーブルを開き、画面左の ボタン(新規
作成)をクリックしてください。

2. レコードへの入力テストとして、今回はタイト
ル項目に「テスト商談１」と入力して、画面下
部の「作成」ボタンをクリックしてください。

＋
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【ハンズオン】商談テーブルへのレコードの登録②

1. 続けて、画面左の ボタンをクリックして、新
規のレコードを2つ作成します。それぞれ、タ
イトルを
・テスト商談２
・テスト商談３
として作成してください。

2. レコードの作成が終わったら、画面左の ボタ
ン(表示)をクリックし、展開されたメニューか
ら「一覧」をクリックして一覧画面に移動しま
す。

■以上で、レコードの登録は完了です。

＋
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【ハンズオン】マークダウン記法

マークダウン：「内容」「説明」などの入力項目
に [md] と記載することでマークダウン記法に
よる装飾が可能です。

• 一覧画面から「テスト商談１」のレコードを
開き、「内容」項目に下記をコピペのうえ、
画面下部の「更新」ボタンをクリックしてく
ださい。

• 以下のURLにて、左記マークダウン記法のテ
キストを開けます。

https://pleasanter.org/downloads/markdown.txt

https://pleasanter.org/downloads/markdown.txt
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【ハンズオン】画像の貼り付け

画像の貼付：「内容」項目や「説明」項目、コメ
ント欄に、以下の方法で画像を貼り付けることが
できます。

• 入力項目の左下にある写真のアイコンをク
リックしてファイルを選択して貼り付け

• 内容などの項目を入力状態にしてクリップ
ボードからペーストして貼り付け

一覧画面から「テスト商談２」のレコードを開き、
実際に画像を貼り付けて更新してみましょう。
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3. 業務への合わせこみ

1. サイトの作成

フォルダの作成

テーブルの作成

2. データの入力

3. 業務への合わせこみ

通常レコードの登録

マークダウン・画像

入力項目の追加

データの連携

4. データを活用

集計・グラフ表示

インポート

5. 計算の自動化と項目連携

サマリの設定 / 計算式の追加

項目連携

6. 次のステップへ

テンプレートの利用

各種ご案内
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業務に合わせたカスタマイズ

プリザンターは業務にあわせて必要な項目を追加・変更できます。

追加した項目も、フィルタリングや検索の対象として利用でき、多様な業務
にあわせてカスタマイズしてご利用いただけます。

この章では必要な入力項目を追加してみましょう。
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「商談」テーブルに新しい項目を追加してみま
しょう。

1. 「商談」テーブルを開き、画面左の ボタン
(管理)をクリックし「テーブルの管理」をク
リックしてください。

2. 並んでいるタブから「エディタ」をクリック
してください。

この設定画面から、項目の有効化・無効化を設定
することで、業務に合わせて必要なん入力項目を
カスタマイズできます。

【ハンズオン】入力項目の追加①

エディタ
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【ハンズオン】入力項目の追加②

3. 「選択肢一覧」欄にある「分類A」を選択し、
上にある「有効化」ボタンをクリックしてく
ださい。

4. 「分類A」が「現在の設定」欄に移動してい
ることを確認し「詳細設定」ボタンをクリッ
クしてください。

5. 以下の通り入力し、ダイアログ下部の「更
新」ボタンをクリックしてください。

6.
表示名：

商品区分

選択肢一覧：
システム開発
ソフトウェア販売
コンサルティング

選択肢一覧現在の設定

表示名

選択肢一覧

詳細設定
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【ハンズオン】入力項目の追加③

6. 「詳細設定」ダイアログから「エディタ」の
画面に遷移しますので、画面下部の「更新」
ボタンをクリックしてください。

7. 一覧画面から ボタン(新規作成)をクリック
し、編集画面に「商品区分」が追加され「選
択肢一覧」に入力した選択肢が表示されてい
ることを確認してください。

＋
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【ハンズオン】入力項目の追加④

追加した項目は、一覧画面の「フィルタ」として
レコードの絞り込み条件としても使用可能です。

8. それでは前項までと同様の手順で「分類B」
項目を有効化し、以下の通り設定してくださ
い。

表示名：
確度

選択肢一覧：
90%
50%
30%

フィルタ条件
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【ハンズオン】入力項目の追加⑤

9. 続いて、「数値」項目を有効化し、以下の通
り設定してください。
表示名：売上
書式：通貨

10.一覧画面から ボタン(新規作成)をクリック
し、編集画面に「硬度」が追加され「選択肢
一覧」に入力した選択肢が表示されているこ
と、「売上」が追加されたことを確認してく
ださい。

■以上で、「入力項目の追加」は完了です。

＋

表示名

書式
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【ハンズオン】データの連携①

テーブルのリンク設定：「商談」を親テーブル、

「仕入」を子テーブルとしてリンク(データを連携でき

るように紐づけ)します。

1. 「仕入」テーブルを「商談」テーブルにド

ラッグアンドドロップしてください(「仕入」

の白い背景部分をドラッグし「商談」の上に

ドロップ)。

2. リンクダイアログが表示されるので「作成」

ボタンをクリックしてください。

1～2と同様の手順で「顧客マスタ」テーブルと

「商談」テーブルについてもリンクを設定してく

ださい。

子テーブル

親テーブル
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【ハンズオン】データの連携②

3. リンクしたアイテムを作成します。「商談」
テーブルのレコードを開いてください。 その
後、「仕入」ボタンをクリックしてく ださい。
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【ハンズオン】データの連携③

4. 「仕入」テーブルの新規レコード作成画面 が
表示されます。 レコード情報を入力してくだ
さい。その後、「作成」ボタンをクリックし
てください。
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【ハンズオン】データの連携④

5. 「商談」テーブルのレコード画面に戻ります。
作成した「仕入」テーブルのレコードはリン
クに表示されます。

■以上で、「データの連携」は完了です。

「一覧」画面も「管理 ‒ テーブルの管理 ‒ 一覧タブ」からカスタマイズを行え、表示項目

を追加・削除できます。

また、リンクを設定した状態の場合、リンク元の親の項目も、あわせて表示できます。

Tips! 

Hint !!
マニュアル: 一覧画面の項目追加

https://pleasanter.org/ja/manual/533707
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4. データを活用

1. サイトの作成

フォルダの作成

テーブルの作成

2. データの入力

3. 業務への合わせこみ

通常レコードの登録

マークダウン・画像

入力項目の追加

データの連携

4. データを活用

集計・グラフ表示

インポート

5. 計算の自動化と項目連携

サマリの設定 / 計算式の追加

項目連携

6. 次のステップへ

テンプレートの利用

各種ご案内
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データの活用

プリザンターで管理している情報は、ワンクリックで、様々なチャートに表示を切り替えて
わかりやすくデータを確認・活用できます。

直前までデータを更新していても、必要な時に最新のデータをもとに情報共有や状況把握、
議論を行うことができます。

この章ではプリザンターの持つ集計機能を活用例とともに確認するとともに、CSVデータの
取り込み方法を確認してみましょう。

※当ガイドでは登録しているデータが少ないため、そのままではチャートとしての効果的な機能確認ができません。
3ページ目でご紹介しているデモサイトでご確認いただくことをお勧めします。
(次ページ以降でご紹介する各機能について、推奨するデモサイトのテーブルを記載しています）
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【ハンズオン】集計・グラフ表示①

◼ カレンダー

1. 「表示」→「カレンダー」をクリックしてく
ださい。

2. レコードをドラッグアンドドロップすること
で別に日付に移動することができます。

プロジェクトの実施予定を一覧で確認できる例

デモサイト：プロジェクト管理の例 > WBS

でご確認いただけます。
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【ハンズオン】集計・グラフ表示②

◼ クロス集計

1. 「表示 ‒ クロス集計」をクリックしてくださ
い。

2. 縦と横の集計項目は、「列の分類」と「行の
分類」を変更することで切り替えることがで
きます。

商談の担当ごと、フェーズごとの⾦額集計の例

デモサイト：商談管理の例>商談

でご確認いただけます。
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【ハンズオン】集計・グラフ表示③

◼ ガントチャート

1. 「表示 – ガントチャート」をクリックしてく
ださい。

2. 「分類」を指定することで状況別や担当者別
など、グルーピングして表示することができ
ます。

プロジェクトの進捗管理確認の例

デモサイト：プロジェクト管理の例 > WBS

でご確認いただけます。
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【ハンズオン】集計・グラフ表示④

◼ バーンダウンチャート

1. 「表示 –バーンダウンチャート」をクリック
してください。

2. 実績の内訳をクリックするとレコードを開く
ことができます。

プロジェクトの作業消化状況の確認例

デモサイト：プロジェクト管理の例 > WBS

でご確認いただけます。
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【ハンズオン】集計・グラフ表示⑤

◼ 時系列チャート

1. 「表示 – 時系列チャート」をクリックしてく
ださい。

2. 「分類」を指定することで状況別や担当者別
など、表示を切り替えることができます。

プロジェクトの作業量確認の例

デモサイト：プロジェクト管理の例 > WBS

でご確認いただけます。
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【ハンズオン】集計・グラフ表示⑥

◼ 分析チャート

1. 「表示」→「分析チャート」をクリックして
ください。

2. 「追加」ボタンをクリックしてください。

3. 「分析パーツ」ダイアログにて、分析対象と
なる情報を設定して、「追加」ボタンをク
リックしてください。

商談の顧客ごと、売上合計と粗利合計の比率の例

デモサイト：商談管理の例>商談

でご確認いただけます。
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【ハンズオン】集計・グラフ表示⑦

◼ カンバン

1. 「表示」→「カンバン」をクリックしてくだ
さい。

2. 「列の分類」と「行の分類」を変更すること
で、縦軸と横軸を切り替えられます。

3. レコードをドラッグアンドドロップすること
で移動することができます。

商談の進捗フェーズごとの一覧表示の例

デモサイト：商談管理の例 > 商談

でご確認いただけます。
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【ハンズオン】インポート（準備）

◼ テーブルからのエクスポート：ここではイン
ポートするデータを用意するため、まずはプリザン
ターの「エクスポート」機能を使ってデータをCSV
で出力します。

1. 「商談」テーブルを表示し「表示」→「一
覧」をクリックしてください。今回は「⽂字
コード」にはShift-JISを指定します。その後、
「エクスポート」ボタンをクリックしてくだ
さい。

2. 「エクスポート」ボタンをクリックしてくだ
さい。

3. CSVファイルがダウンロードされます。

Shift-JIS
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【ハンズオン】インポート（準備）

◼ CSVデータの編集：インポート（準備① ）でエクス

ポートされたCSVを開いて、インポート用のデータを追記
します。

1. CSVファイルを開きます。

2. 登録してあるデータを3行ほどコピーします。

3. コピーしたデータのタイトル等を適宜編集し
たのち、CSVファイルを保存してください。

CSV内のヘッダ（項目名）はプリザンターが持つ編集画面の項目名と一致させておく必要

があります。【オレンジ色枠部分】

また、データを更新するときはプリザンターに登録されている対象レコードと同じIDを記

載しておきます。【水色枠枠部分】

Tips! 
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【ハンズオン】インポート

◼ テーブルへのインポート：プリザンターの「イン

ポート」機能を使って、CSVデータをテーブルに取り込み
ます。

1. プリザンターの画面に戻り、「インポート」
ボタンをクリックしてください。

2. ダイアログの「CSVファイル」欄に、保存し
たCSVを指定します。「⽂字コード」には
Shift-JISを指定します。「キーが一致するレ
コードを更新する」のチェックボックスをオ
ンにし、「インポート」ボタンをクリックし
てください。

Shift-JIS
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【ハンズオン】インポート

3. 追加と更新のメッセージを確認できたら完了
です。

◼ 以上で「インポート」は完了です。
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データを活用

データのインポートだけでなく、サイト構成も含めたエクスポートとインポートが可能

になりました。

また、データの編集は登録画面からだけでなく、一覧画面から一括編集することもで

きるようになり、ますます便利になっています。

Tips! 

Hint !! 
マニュアル: サイトパッケージのインポート

Hint !!
マニュアル: サイトパッケージのエクスポート

Hint !!
マニュアル: レコードの一覧編集

https://pleasanter.org/ja/manual/site-package-import
https://pleasanter.org/ja/manual/site-package-export
https://pleasanter.org/ja/manual/table-record-editongrid
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5. 計算の自動化と項目連携

1. サイトの作成

フォルダの作成

テーブルの作成

2. データの入力

3. 業務への合わせこみ

通常レコードの登録

マークダウン・画像

入力項目の追加

データの連携

4. データを活用

集計・グラフ表示

インポート

5. 計算の自動化と項目連携

サマリの設定 / 計算式の追加

項目連携

6. 次のステップへ

テンプレートの利用

各種ご案内
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計算を自動化

実際の業務においては、登録したデータの合計をとったり、各種データを計

算して利益を計算したい、などの要望がでてきます。

プリザンターは登録した複数レコードのデータを集計したり、計算式を使っ

て各項目からのデータを加⼯して表示することができます。

ここでは実際にリンクされているレコードの集計を行う「サマリ」、項目同

⼠の計算結果を表示できる「計算式」を利用してみましょう
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◼ サマリの設定（準備）：サマリ結果を表示するため

「商談」テーブルに「仕入合計」項目、「仕入」テーブル
に「金額」項目を追加します。

1. 商談」テーブルを開き、画面左の ボタン
（管理）をクリックし「テーブルの管理」を
クリックしてください。

2. 並んでいるタブから「エディタ」をクリック
してください。

【ハンズオン】サマリの設定（準備）
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【ハンズオン】サマリの設定（準備） 

3. 「選択肢一覧」欄にある「数値B」を選択し、
上にある「有効化」ボタンをクリックしてく
ださい。

4. 「数値B」が「現在の設定」欄に移動してい
ることを確認し「詳細設定」ボタンをクリッ
クしてください。
※「現在の設定」欄の上と下に「詳細設定」のボタンが配
置されていますが、上記は「現在の設定」の上に配置され
た「詳細設定」ボタンです。

5. 以下の通り入力し、ダイアログ下部の「変
更」ボタンをクリックしてください。
表示名：仕入合計
読取専用：チェックあり
書式：通貨

選択肢一覧現在の設定

詳細設定
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【ハンズオン】サマリの設定（準備）

6. 「詳細設定」ダイアログから「エディタ」の
画面に遷移しますので、画面下部の「更新」
ボタンをクリックしてください。

7. 一覧画面から ボタン(新規作成)をクリック
し、編集画面に「仕入合計」が追加されてい
ることを確認してください。

＋
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【ハンズオン】サマリの設定（準備）

8. 続いて、「数値」項目を有効化し、以下の通
り設定してください。
続いて、「仕入」テーブルにて、「数値」項
目を有効化し、以下の通り設定してください。
表示名：金額
書式：通貨

9. 一覧画面から ボタン(新規作成)をクリック
し、編集画面に「金額」が表示されているこ
とを確認してください。

■以上で、「サマリの設定（準備）」は完了です。

＋
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【ハンズオン】サマリの設定

◼ サマリの設定：「仕入」テーブルの「金額」項目を、

「商談」テーブルの「仕入合計」にサマリして表示する設
定を行います。

1. 「仕入」テーブルを開いてください。その後、
「管理 ‒ テーブルの管理」をクリックしてく
ださい。

2. 「サマリ」タブをクリックしてください。そ
の後、「新規作成」ボタンをクリックしてく
ださい。
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【ハンズオン】サマリの設定

データの保存先 仕入 3. 下記の設定を行ってください。その後、「追
加」ボタンをクリックしてください。

データの保存先
サイト：商談
項目：仕入合計

仕入
リンク項目：商談
サマリ種別：合計
サマリ項目：金額

4. 「詳細設定」ダイアログから「サマリ」の画
面に遷移しますので、「更新」ボタンをク
リックしてください。
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【ハンズオン】サマリの設定

※既に仕入レコードを作成済みの場合は5～7の
手順で「同期」を行ってください。

5. チェックボックスにチェックを付けてくださ
い。その後、「同期」ボタンをクリックして
ください。

6. 「OK」ボタンをクリックしてください。
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【ハンズオン】サマリの設定

7. 「同期が完了しました。」とメッセージが表
示されたことを確認してください。
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【ハンズオン】サマリの設定

8. 「商談」テーブルのレコードを開いてくださ
い。その後、リンクしたアイテムの作成にあ
る「仕入」ボタンをクリックしてください。
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【ハンズオン】サマリの設定

9. 「仕入」テーブルの新規レコード作成画面が
表示されます。レコード情報を入力してくだ
さい。（※「金額」に値を入力してくださ
い。）その後、「作成」ボタンをクリックし
てください。
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【ハンズオン】サマリの設定

10.「商談」テーブルのレコード画面に戻ります。
「仕入合計」にサマリ結果が表示されます。

■以上で、「サマリの設定」は完了です。
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◼ 計算式の設定（準備）：ここでは「商談」テーブル

に「粗利」を表示するための項目を追加します。

1. 商談」テーブルを開き、画面左の ボタン
（管理）をクリックし「テーブルの管理」を
クリックしてください。

2. 並んでいるタブから「エディタ」をクリック
してください。

【ハンズオン】計算式の設定（準備） 
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【ハンズオン】計算式の設定（準備）

3. 「選択肢一覧」欄にある「数値C」を選択し、
上にある「有効化」ボタンをクリックしてく
ださい。

4. 「数値C」が「現在の設定」欄に移動してい
ることを確認し「詳細設定」ボタンをクリッ
クしてください。
※「現在の設定」欄の上と下に「詳細設定」のボタ
ンが配置されていますが、上記は「現在の設定」の
上に配置された「詳細設定」ボタンです。

5. 以下の通り入力し、ダイアログ下部の「更
新」ボタンをクリックしてください。
表示名：粗利
読取専用：チェックあり
書式：通貨

選択肢一覧現在の設定

詳細設定
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【ハンズオン】計算式の設定（準備）

6. 「詳細設定」ダイアログから「エディタ」の
画面に遷移しますので、画面下部の「更新」
ボタンをクリックしてください。

7. 一覧画面から ボタン(新規作成)をクリック
し、編集画面に「粗利」が追加されているこ
とを確認してください。

■以上で、「サマリの設定」は完了です。

＋
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【ハンズオン】計算式の設定

◼ 計算式の設定：「商談」テーブルの「売上」項目と

「仕入合計」項目の計算結果を「粗利」項目に表示する設
定を行います。

1. 「商談」テーブルを開いてください。その後、
「管理 ‒ テーブルの管理」をクリックしてく
ださい。

2. 「計算式」タブをクリックしてください。そ
の後、「新規作成」ボタンをクリックしてく
ださい。
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【ハンズオン】計算式の設定

3. 以下の通り入力し、 「詳細設定」ダイアログ
下部の「追加」ボタンをクリックしてくださ
い。
表示名：粗利
計算式：売上 - 仕入合計
※マイナス(-)は半⾓で入力ください。
※マイナスの前後に半⾓空白をいれてください。

4. 「詳細設定」ダイアログから「エディタ」の
画面に遷移しますので、画面下部の「更新」
ボタンをクリックしてください。
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【ハンズオン】計算式の設定

5. チェックボックスにチェックを付けてくださ
い。その後、「同期」ボタンをクリックして
ください。

6. 「OK」ボタンをクリックしてください。
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【ハンズオン】計算式の設定

7. 「同期が完了しました。」とメッセージが表
示されたことを確認してください。
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【ハンズオン】計算式の設定

8. 「商談」テーブルのレコードを開き、「粗
利」に計算結果が表示されたことを確認して
ください。

■以上で、「サマリの設定」は完了です。
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計算の自動化

計算式には、項目名(数値)、数値、四則演算、括弧が利用できます。

先程までの手順を参考に「商談」テーブルに「粗利率」項目を追加してみてください。

計算式の例： 粗利率 = 粗利 / 売上 * 100

Tips! 

Hint !!
マニュアル: テーブルの管理：計算式

https://pleasanter.org/ja/manual/422236
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項目連携

エディタ画面の分類項目に親子関係を設定することで、親項目で選択された

項目で子項目の内容を絞り込むことができます。

具体的には、分類Aが都道府県、分類Bが市町村であった場合、分類Aで東京

都を選択した際に分類Bで東京都内の市町村のみを表示する、といった絞り

込みが可能となります。
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【ハンズオン】項目連携の設定（準備）〜フォルダ作成〜

サイトの構築

1. トップ画面を表示して、画面左の ボタン(新
規作成)をクリックしてください。

2. 「標準」タブから、作成するテンプレート (今
回は”フォルダ”) をクリックし、その後、画面
下部の「作成」ボタンをクリックしてください。

＋
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【ハンズオン】項目連携の設定（準備）〜フォルダ作成〜

3. タイトルを入力します。今回は「住所録」と入
力し、「作成」ボタンをクリックしてください。

4. 新たに作成した「住所録」フォルダをクリッ
クして、フォルダを開いてください。以降の作
業についてはこのフォルダ配下で行います。
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【ハンズオン】項目連携の設定（準備）〜テーブル作成〜

住所を登録する住所録テーブルと、都道府県マスタ、市町村マスタを「記録テーブル」として作成して
ください。 

住所録テーブルは、都道府県マスタ、市区町村マスタとリンクします。 市区町村マスタは、都道府県
マスタとリンクします。 手順は後ほど説明します

親 子

子

子

親

親
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【ハンズオン】項目連携の設定（準備）〜都道府県マスタ〜

都道府県マスタは、タイトル項目を「都道府県」と名称を変更します。 
データは、表のような内容のレコードを登録してください。

都道府県

東京都

神奈川県
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【ハンズオン】項目連携の設定（準備）〜リンクの設定〜

市区町村マスタ(子)をドラッグし、都道府県マスタ(親)にドロップし、リンクを設定 します。

表示名は、都道府県としてください。
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【ハンズオン】項目連携の設定（準備）〜市区町村マスタ〜

市区町村テーブルを開き、画面左の ボタン(新規作成)をクリックしてください。

上図のように、都道府県マスタテーブルとリンクした都道府県という項目に都道府県マスタの内容が表
示されます。

＋



72

【ハンズオン】項目連携の設定（準備）〜市区町村マスタ〜

市区町村マスタは、タイトル項目の名称を「市区町村」に変更し
ます。リンクした都道府県から該当のものを選択し、市区町村に
名称を入力してください。

データは、表のような内容のレコードを登録してください。

都道府県 市区町村

東京都 中野区

東京都 渋谷区

東京都 新宿区

神奈川県 鎌倉市

神奈川県 川崎市中原区

神奈川県 横浜市都筑区
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【ハンズオン】項目連携の設定（準備）〜住所録のリンク〜

住所録を都道府県マスタ、市区町村マスタにドラッグ＆ドロップし、リンクを設 定します。表示名は
それぞれ都道府県と市区町村としてください。

子

子

親

親
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【ハンズオン】項目連携の設定（準備）〜項目の有効化〜

住所録テーブルを開き、画面左の ボタン（管理）をクリックし「テーブルの管理」をクリックしてく
ださい。

並んでいるタブから「エディタ」をクリックしてください。

都道府県（分類A）、市区町村（分類B）を有効化します。 
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【ハンズオン】項目連携の設定（準備）〜表示の確認〜

住所録テーブルを開き、画面左の ボタン(新規作成)をクリックしてください。

上図のように、「都道府県」には都道府県マスタが、「市区町村」には市区町村マスタがリンクされて
いますので、それぞれのテーブル内容が表示されていますが、まだ絞り込みはされていません。

＋
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◼ 項目連携の作成：「住所録」テーブルの「都道府県」

項目により「市区町村」項目が絞り込まれるように項目連
携を設定します。

1. 住所録テーブルを開き、画面左の ボタン
（管理）をクリックし「テーブルの管理」を
クリックしてください。

2. 並んでいるタブから「エディタ」をクリック
してください。

3. 「エディタ」タブ画面下部にある項目連携の
設定欄にある「新規作成」ボタンをクリック
してください。

【ハンズオン】項目連携の設定〜項目連携の作成〜
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【ハンズオン】項目連携の設定〜項目連携の作成〜

4. 「タイトル」を以下の通り入力してください。
タイトル：都道府県による市区町村の絞込み

5. 「選択肢一覧」欄にある「都道府県」、「市
区町村」を選択し、上にある「有効化」ボタ
ンをクリックしてください。

6. 「都道府県」、「市区町村」が「現在の設
定」欄に移動していることを確認し、都道府
県が上、市区町村が下の並びであることを確
認して「項目連携の設定」ダイアログ下部の
「追加」ボタンをクリックしてください。

※上にある項目の値で、下にある項目の選択
肢を絞り込みます

選択肢一覧現在の設定
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【ハンズオン】項目連携の設定〜項目連携の作成〜

7. 「項目連携の設定」ダイアログから「エディ
タ」の画面に遷移しますので、画面下部の
「更新」ボタンをクリックしてください。

8. 一覧画面から ボタン(新規作成)をクリック
し、編集画面にて「都道府県」で選択した内
容委によって、「市区町村」が絞り込まれて
いることを確認してください。

なお、項目連携では「都道府県」→「市区町
村」→「番地」のような３項目での連携も可
能です。

■以上で、「項目連携の設定」は完了です。

＋
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5. 計算の自動化と項目連携

1. サイトの作成

フォルダの作成

テーブルの作成

2. データの入力

3. 業務への合わせこみ

通常レコードの登録

マークダウン・画像

入力項目の追加

データの連携

4. データを活用

集計・グラフ表示

インポート

5. 計算の自動化と項目連携

サマリの設定 / 計算式の追加

項目連携

6. 次のステップへ

テンプレートの利用

各種ご案内
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次のステップへ！

ここまでプリザンターによる簡単な業務アプリを作成し、運用を始められる

基礎的な知識を習得してきました。

この章では最後に、プリザンターをより活用するための情報をご案内します。

このハンズオンをきっかけに、プリザンターをご活用いただき、皆さまの業

務がよりクリエイティブなものになれば嬉しく思います。
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テンプレートの利用

サイトの新規作成の際にタブからテンプレートを選べます。業務に合わせて、すでに用意されて いる

200余りのテンプレートを確認してみましょう。多くのケースで、テンプレートを活用することにより

初期入力フォームの作成時間を短縮できます。

①カテゴリを選択

②テンプレートを選択

③テンプレートの画面
サンプルが表示される
ので確認して…

④「作成」ボタンをク
リック

Hint !!
マニュアル: カスタムアプリ

https://pleasanter.org/ja/manual/custom-apps
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ご案内：最新情報はユーザマニュアルで

プリザンターのトップ画面のアイコン、もしくは https://pleasanter.org/manual にアクセス！

インストール手順から、開発者向けのスクリプトまで、多数マニュアルが用意されています。

ユーザマニュアルへ

https://pleasanter.org/manual
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認定トレーナーによる公式トレーニング

プリザンターの基本から学べる「ベーシック」、一歩踏み込
んだカスタマイズやアプリ作成を行うための「ベーシックプ
ラス」、更にプリザンターを活用するための「アドバンス」
と、皆さまのご要望に応じたトレーニングプログラムをご用
意しております。
トレーニング後のアフターサポートも付属しているので、安
心してプリザンターをご活用いただけます。

NCPA(ノーコード推進協会)
認定ノーコードパスポート対応講座トレーニング修了証

ご案内：プリザンターをもっと活用するために

https://pleasanter.org/training

https://pleasanter.org/training
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ご案内：プリザンターに関するお悩みを解決

https://pleasanter.org/lp/pleanama

皆さまのお悩みを解決するサンプルをご用意し、動画でくわしく解説します。
皆さまからのお悩み投稿も、随時募集中です。

https://pleasanter.org/forms/live-streaming-form
https://pleasanter.org/lp/pleanama
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ご案内：プリザンター関連の情報を発信中

X(Twitter)
プリザンターについての
イベントやセミナー情報

など各種最新情報をお届け

Facebook
入会には登録が必要ですが
プリザンターユーザ同⼠で

日々、情報交換中

Qiita
開発エンジニアがブログ

にて情報発信中！
業務に活かせる情報満載

ITreview
プリザンターユーザの

貴重な意見がたくさん！
使い方も是非、参考に

プリザンターについての最新情報や、プリザンターをもっとご活用いただくための
様々な情報を発信していますので、是非、ご確認ください！

https://qiita.com/organizations/_implem/items
https://www.facebook.com/groups/pleasanter?locale=ja_JP
https://x.com/pleasanter_oss
https://www.itreview.jp/products/pleasanter/reviews


おつかれさまでした！

プリザンターを活用して、皆さまの業務がより良く
快適なものになりますように！
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